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今
年
も
さ
く
ら
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
隣
近
所
誘
い
合
っ
て
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日

時

４
月
７
日
（
土
）

～
８
日
（
日
）

10
時
半
～
15
時

場

所

東
池
公
園

催
し
物

屋
台
店

お
茶
席
（
７
日
の
み
）

抽
選
会

両
日
共

10
時
50
分
～
14
時

夜
桜
観
賞

７
日
（
土
）
～
13
日
（
金
）

の
７
日
間

提
灯
点
灯

19
時
～
21
時

２
月
４
日
、
好
天
の
も
と
、
第
33
回
ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
例
年
よ
り
も
少
な
い
約
７
５

０
名
で
し
た
。
全
国
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
事
故
も
な
く
無
事
に
大
会

を
終
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

三
世
代
交
流
居
場
所
づ
く
り

親
子
で
も
ち
つ
き
大
会

２
月
18
日
、
中
央
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド

で
開
催
。
子
ど
も
30
名
、
保
護
者
26
名
の

参
加
で
し
た
。

お
も
ち
を
つ
い
て
、
丸
め
て
、
食
べ
て
、

10
個
以
上
食
べ
た
と
言
っ
て
い
る
子
ど
も

も
い
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

20
名
以
上
の
地
域
の
方
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
無
事
に
終
了
で
き
た
事
を
感
謝
い

た
し
ま
す
。

今
年
も
「
三

世
代
交
流
居
場

所
づ
く
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を

募
集
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
待
っ
て
い
ま
す
。

第
14
回
猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

２
月
17
日
、
猪
名
川
を
き
れ
い
に
保
と

う
と
い
う
猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
好
天

の
も
と
、
30
名
ほ
ど
の
参
加
者
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

虫
生
川
合
流
点
か
ら
少
し
下
流
に
は
多

田
浄
水
場
の
取
水
口
が
あ
り
、
川
岸
の
清

掃
活
動
は
大
切
で
す
。

幸
い
、
今
年
は
例
年
よ
り
も
不
法
投
棄

の
ゴ
ミ
の
量
が
少
な

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
数
十

袋
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り

ま
し
た
。
美
し
い
猪

名
川
を
保
つ
た
め
、

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。春

の
全
国
中
学
生

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

出
場

大
阪
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

牧

彩
音
さ
ん
（
清
中
１
年
）

さ
く
ら
祭
り

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー



区域

18日（日）東１～３丁目 上大畑　・午後４時

24日（土）東４～５丁目 雨堤公園・午後３時

25日（日）西３～５丁目 西駒谷　・午前10時

７日（土）西１～２丁目 東池公園・午前10時

                                 各地区を １時間位ウォーキングします

　　　　   　　　　　途中参加・途中帰宅ＯＫ.雨天中止

集合開催日

役
員
会
だ
よ
り
（
３
９
７
号
）

開
催
２
月
18
日

[

議
題
報
告
事
項]

・
さ
く
ら
祭
り

（
１
面
参
照
）

・
３
自
治
会
情
報
交
換
会
（
既
報
）

・
自
治
会
事
務
所
の
管
理
内
規
改
正

・
各
部
の
事
務
分
担
内
規
の
見
直
し

・
中
央
公
園
フ
ェ
ン
ス
修
理

市
と
折
半
で
年
度
内
補
修

[

各
部
報
告]

(

総
務
部)

・
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備

片
付
け

(

広
報
部)

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

２
７
３
号
発
行

Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

(

福
祉
・
保
健
部
）

・
１
月
度
慶
弔
関
係

結
婚

１
件
、
新
生
児

１
件

お
悔
や
み

６
件

(

環
境
部
）

・
公
園
管
理

四
季
の
小
径
猪
に
餌
や
り
の
形
跡

市
の
警
告
文
貼
り
付
け

・
県
民
街
並
み
緑
化
事
業

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
講
習
会

１
月
24
日

東
５
丁
目
県
道
植
栽
整
備

２
月
10
日
完
了

・
東
池
公
園
ゴ
ミ
箱
腐
蝕
転
倒
修
理

・
下
大
畑
公
園

蛇
口
凍
結
漏
水

補
修
完
了

・
資
源
回
収
1
月
実
績

57
ト
ン
（
前
年
同
月
比
93
％
）

(

文
教
部)

・
横
断
幕
、
の
ぼ
り
点
検

・
落
語
会

（
下
記
参
照)

(

体
育
部
）

・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
１
面
参
照
）

(
会
館
運
営
部
）

・
会
館
利
用
者
説
明
会

１
月
27
日

・
空
調
フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃

点
検

第
１
・
２
・
３
・
５
自
治
会
館

・
第
１
自

水
道
凍
結

翌
日
に
は
復
旧

・
第
３
自

玄
関
鍵
キ
ー
折
れ
込
み

・
第
４
自

排
水
管
詰
り
補
修

窓
ガ
ラ
ス
破
損
修
理

(

安
全
部
）

・
防
犯
カ
メ
ラ
13
号
基

発
注
済

２
月
27
日
、
28
日

設
置

・
８
号
基

Ｈ
Ｄ
Ｄ
修
理

・
道
路
占
用
許
可
書
申
請

・
東
地
区
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
安
全
灯

設
置
申
請

文
教
寄
席
開
催

文
教
部

て
ん
ご
堂
雅
落
師
匠
を
迎
え
、
今

年
で
５
回
目
の
文
教
寄
席
を
３
月
４

日
、
第
４
自
治
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。春

の
よ
う
な
お
だ
や
か
な
気
候
に

も
恵
ま
れ
、
今
回
も
１
２
０
名
を
超

え
る
方
が
参
加
さ
れ
大
盛
況
で
し
た
。

演
目
は
特
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
地
元
ネ
タ
も
交
え
、

創
作
落
語
を
含
め
１
時
間
半
に
及
ぶ

師
匠
の
熱
演
に
、
会
場
は
拍
手
喝
采
、

爆
笑
に
包
ま
れ
、
大
い
に
楽
し
い
時

間
を
過
し
ま
し
た
。

年
初
か
ら
の
大
寒
波
で
た
ま
っ
て

い
た
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
も
吹
き
飛
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

お
詫
び

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
て
ん
ご

堂
雅
落
師
匠
の
お
名
前
が
間
違
っ
て

い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
ま
す
。

せいわだいにゅ～す 平成３０年３月１１日（２）

幸(Co)-ウォーキング 安全部

これからの予定（３・４月）
新
入
会
員
（
敬
称
略
）

（
２
月
度
）

竹
田

理
紗
子

東
２



（３） せいわだいにゅ～す 平成３０年３月１１日

将
棋
対
抗
戦

下
野

三
千
男

２
月
24
日
、
ス
ポ
ー
ツ
21
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
で
清
小
、
南
小
の
児
童
16
名

が
日
頃
の
棋
力
を
発
揮
し
て
対
抗
戦

を
し
ま
し
た
。

「
お
願
い
し
ま
す
」
の
合
図
で
始
ま

り
、
あ
の
手
こ
の
手
を
考
え
て
進
め

て
い
き
ま
す
。
勝
っ
た
喜
び
、
負
け

た
口
惜
し
さ
。
「
負
け
ま
し
た
」
の

言
葉
で
勝
負
あ
り
。
小
さ
な
闘
志
を

燃
や
し
ま
し
た
。

両
校
の
校
長
先

生
も
対
戦
。
保
護

者
の
方
も
参
加
し
、

和
気
あ
い
あ
い
の

一
日
で
し
た
。

次
年
度
も
盤
上

で
の
対
戦
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
７
回

日
舞
お
さ
ら
い
会

あ
す
か

紫
援
（
北
村

茂
子
）

よ
う
や
く
春
の
兆
し
が

感
じ
ら
れ
る
候

如
月

２
月
25
日
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

嬉
し
い
こ
と
に
毎
回
参
加
す
る
生

徒
さ
ん
も
多
数
あ
り
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
「
舞
う
」
所
作
、
着
物
を
着

た
時
の
足
の
は
こ
び
等
々
上
達
し
て

見
栄
え
よ
ろ
し
く
来
場
の
皆
さ
ん
に

は
満
足
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
感

じ
て
い
ま
す
。

お
け
い
こ
を
し
て

自
分
は
こ
う
在
り
た

い
と
願
い
な
が
ら
一

つ
の
こ
と
、
古
典
の

良
さ
を
成
し
と
げ
て

い
く
こ
と
が
今
後
の

自
信
に
続
く
と
信
じ

ま
す
。

多
数
の
方
々
の
協
力
の
も
と
発
表

す
る
場
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ

今
後
も
よ
り
多
く
の
生
徒
さ
ん
に
参

加
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
す
。

我
が
家
に
「
振
り
込
め
詐
欺
」

２
月
７
日
夜
、
電
話
の
呼
び
出
し

音
、
非
通
知
。
受
話
器
を
取
る
。

「
○
○
や
け
ど
、
体
調
悪
く
て･

･

」

「
あ
な
た
、
○
○
や
な
い
ね
」

ガ
チ
ャ
ン
、
切
れ
た
。

「
お
れ
お
れ
」
じ
ゃ
な
く
息
子
の
名

前
を
言
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り
。
息

子
に
連
絡
す
る
と
「
す
こ
ぶ
る
元
気
」
。

翌
日
、
川
西
警
察
に
連
絡
を
す
る
。

署
員
が
来
訪
。

「
昨
日
か
ら
清
和
台
、
猪
名
川
町
に

多
く
の
詐
欺
電
話
が
か
か
っ
て
き
て

い
る
。
同
窓
会
名
簿
が
流
出
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
。

詐
欺
防
止
対
策
用
の
器
具
を
設
置

す
れ
ば
、
呼
び
出
し
音
が
鳴
る
と

「
こ
の
電
話
は
詐
欺
防
止
の
た
め
自

動
録
音
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
呼
び

出
し
ま
す
の
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

「
こ
の
器
具
は
無
料
で
す
。
高
齢
者

は
付
け
た
ほ
う
が
い
い
」
と
、
「
高

齢
者
」
と
い
う
言
葉
に
抵
抗
が
あ
っ

た
が
、
確
か
に
高
齢
者
で
す
。
取
り

付
け
ま
し
た
。
こ
れ
で
我
が
家
は
大

丈
夫
。

皆
さ
ん
も
詐
欺
防
止
対
策
の
た
め

に
設
置
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

西
1
丁
目
住
民

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

４
月
４
日
（
水
）

11
時
～
15
時

場

所

友
楽
園

サ
ロ
ン

11
時
～

フ
ラ
ダ
ン
ス

ナ
ニ
フ
ラ
ハ
ン
ズ

フ
ラ
の
世
界
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う

映

画

13
時
～

『
パ
ラ
ダ
イ
ン
夫
人
の
恋
』

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク

ア
リ
ダ
・
ヴ
ァ
リ

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

３
月
14
日

（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

場

所

友
楽
園

内

容

茶
話
会

み
ん
な
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

放
課
後
子
ど
も
教
室

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

お
悔
や
み

（
敬
称
略
）

有
吉

清
治

西
４

森

久
子

西
３

原

利
隆

西
２



せいわだいにゅ～す 平成３０年３月１１日（４）

愛
媛
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
西
日
本

最
高
峰
「
石
鎚
山
」
か
ら
連
な
る
一
千
ｍ

級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
平
均
標
高
が
八
百

ｍ
あ
る
町
、
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
が
私

か
み
う
け
な

の
故
郷
で
す
。

県
内
の
市
町
村
で
最
大
の
面
積
を
誇
る

町
も
そ
の
大
部
分
は
森
林
で
、
昔
か
ら
林

業
と
農
業
が
盛
ん
な
町
で
し
た
。
近
年
は

少
子
高
齢
化
と
県
内
一
の
過
疎
地
化
が
進

む
町
で
す
が
、
夏
は
涼
し
く
四
国
の
軽
井

沢
と
も
呼
ば
れ
、
冬
は
ス
キ
ー
が
楽
し
め

る
自
然
豊
か
な
町
。

四
国
八
十
八
ヵ
所
巡
り
の
中
間
点
、
四

十
四
番
札
所
「
大
寶
寺
」
と
四
十
五
番
札

所
「
岩
屋
寺
」
の
あ
る
町
。
天
空
の
郷
と

も
呼
ば
れ
満
天
の
星
が
綺
麗
に
輝
く
町
・
・
・

そ
し
て
私
一
番
の
町
自
慢
は
久
万
高
原

町
で
生
産
さ
れ
る
良
質
の
木
材
で
建
て
ら

れ
た
町
立
小
・
中
学
校
の
校
舎
で
す
。
大

自
然
に
調
和
し
た
近
代
木
造
建
築
の
校
舎

は
優
美
で
、
い
つ
見
て
も
心
が
癒
さ
れ
ま

す
。
四
国
に
お
出
か
け
の
際
は
ぜ
ひ
久
万

高
原
町
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

診察室からⅡ（45） 誤嚥性肺炎

誤嚥を予防するためには、まず食事の内容

です。

硬いものは柔らかいものに、固形物は刻ん

だり、押しつぶしたりして、食べやすくし、

水やお茶などは誤嚥しやすい飲み物は、トロ

ミアップ（商品名）でトロミをつけることが

有効です。

食事をする時の体位も重要で、ベッドで食

事介助をするなら、ベッドの背上げで角度は

30度以上になるようにし、座位が保てるなら

できるだけ前屈みになるようにし、食べた後

も30分程は座位を保つと誤嚥しにくくなりま

す。

食べる時も、一口が多いとなかなか飲み込

めず、誤嚥の元になってしまうので、少量ず

つを飲み込む。介助も食べるスピードに合わ

せて口へ運び、テレビなどを見ながら食べる

『ながら食べ』をやめ、食事に集中するのも

有効です。

さらに、唇を尖らせたり、舌を突き出した

り上唇や下唇につけたり、頬を膨らますなど

の運動も嚥下機能を上げるリハビリとして有

効ですし、歯ブラシを使っての口中マッサー

ジもお勧めです。

次に、口中を清潔にすると、唾液に菌が付

かないので、誤嚥しても肺炎になるリスクを

抑えることができます。歯だけではなく舌も

磨き、うがいが出来るなら行いましょう。ま

た入れ歯があれば、外して洗浄しましょう。

以上が、誤嚥性肺炎の予防のお話です。

次回は大動脈瘤のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰

東
４
‐
19

佐
伯

孝
夫

私

の

故

郷
愛
媛
県

久
万
高
原
町


